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● ひろしまビジョンとの関わり 

●  

広島県では中山間地域に暮らす人々の高齢

化と人口減少により，農業関係では耕作放棄

地が増加し，限界集落も出現しつつあります。

また，特産作物に特有な病気の大発生によっ

て耕作を断念したり，近年の異常気象によっ

て，従来見られなかった植物病が大発生する

など，広島県の持続的農業は予断を許さない

状況に見舞われています。 

私たちは，「植物の病気を如何に少なくする

か」ということを念頭に，食料の安定生産に資

する研究を行っています。 

 

● 研究概要Ⅰ 

 受験を検討している方々へ 

 

食料は私たち人類が命をつなぐために必須

な糧（かて）です。植物由来の生産物は食品に

なり，また家畜の飼料として利用されています。

地球規模で見た場合，植物の生産能力を 100％

発揮できているとは言い難い状況です。病害虫

や雑草の被害により，約 20％が失われているの

です。地球上の人口は 78 億人を超え，数億人が

飢餓に苦しんでいます。もし，植物の損失から

病気によるものを取り除いただけでも，飢餓に

苦しむ人々はいなくなると試算されています。 

 植物の病気の治療や予防には，農薬の他，様々

な技術が利用されており，また，新しい技術の開

発研究が行われています。 

私たちは，安心して食べることができる，安全

で美味しい食べ物を安定供給するにはどうした

ら良いか，植物病の予防・治療と環境との共生を

果たすにはどうしたら良いかを研究しています。 

植物病は，「病原体と植物との複雑なやりとり」

すなわち，各々の遺伝子や化学物質の相互作用に

よって「発病したり，発病しなかったり」が決ま

ります。この「複雑なやりとり」を明らかにする

ことも，未来の新技術を開発するために必須です。 

 私たちの研究室では，上で述べたような植物病

が起こる仕組みと予防・治療法を研究し，卒業生

の多くは，農業関係企業・団体の指導的役割を担

うべく活躍しています。また，中学校や高等学校

の理科教員，地方自治体の農業専門職として，最

前線で活躍しています。 

 

● 研究概要Ⅱ 

 連携協力を検討している方々へ 

 

イネの各種病害，アブラナ科植物根こぶ病，ナ

ス科植物青枯病など，各種植物とその病原体の相

互作用，予防・治療法の検討などに関する連携や

共同研究の実績があります。また，公立機関から

の植物病の診断依頼なども受けてまいりました。 

 植物病の研究には，植物の栽培だけではなく，

病原体種類に応じた培養や維持，接種といった特

殊なテクニックが必要となります。お困りのこと

があれば，お気軽にご相談ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


